
参考資料  
（第42回介護給付費分科会における宿題事項）  

1．訪問介護における身体介護と生活援助の割合  

2．認定者数に対する地域密着型サービス受給者数の割合  

3．認知症の日常生活自立度別のサービス利用状況  

4．特別養護老人ホームにおける看取り加算取得状況の推移  4   



参考1．訪問介護における  
身体介護と生活援助  の割合  

内容類型別訪問介護回数   
（単位：千回）  

身体介護のみ   身体介護＋生活援助   生活援助のみ   

平成18年度合計   65056   54087   61272   

（構成比）   （36．1％）   （30．0％）   （34．0％）   

（単位：千回）  

0   10000   20000   30000   40000   50000   60000   

※出典：介護給付費実態調査（平成18年4月～平成19年3月サービス分）   



参考2．認定者数に対する  

地域密着型サービス受給者数の割合  

○地域密着型サービスの受給状況については都道府県ごとに差があり、認定者数に対する受給者数  

の割合で、最大と最小の県で約5倍の差が見られる。  

型
 
 
 

認定者数に対する地域密着型サービス受給者数の割合  
励夜間対応   
問介護  

□認知症対応型   

適所介護  

ロ小規模多機能   
型居宅介護  

■認知症対応型   

共同生活介護  

i地域密着型特   

定施設入居者   
生活介護  

ロ地域密着型介   
護老人福祉施  

ス 二』  
設サービ   

※ 出典：介護給付費実態調査（平成18年12月サービス分）  2   



参考3．認知症の日常生活自立度別の  
サービス利用状況  

○認知症日常生活自立度別の在所者数を見ると、介護保険施設全体で、ランクⅡ以上の方が在所  

者の8割以上を占めている。  

介護保険施設における認知症日常生活自立度別の在所者数  

0ワ0  10no  200′0  300D  40ウら  500も  60ワb  700ら  80？♭  90ワ′b  lOOqb  

「‾‾‾■‾‾‾‾‾■■‾‾‾‾■‾‾■■「  

ランク1  

1何らかの認知症を有す  
lるが、日常生活は家庭内  

：及び社会的にほぼ自立し  

lている。  
I  

！ランクIl  

日常生活に支障を来す  
■ような症状・行動や意志疎：   

ど通の困難さが多少見られ ■ lても 
、誰かが注意していれ：  

きる0  

コ  

・日常生活に支障を来す：  

：ような症状・行動や意志疎■  一通の困難さがときどき見ら  
：  

ム  

（参考）介護保険施設における要介護度別の在所者数  

Oqo  lO？′D  20ワら  30ワ。  40？乙  50qら  60qo  70D′b  80？b  90？b  lOO？  

iランクⅣ  I  

介護老人福祉施設  

介護老人保健施設   

介護療養型医療施設  

総  数  

l 日常生活に支障を来す  
：ような症状・行動や意志疎・  

l通の困難さが頻繁に見ら  

‡れ、常に介護を必要とする。・  

‡ランクM  

l著しい精神症状や問題  
：行動あるいは重篤な身体  

l疾患が見られ、専門医療  

］L空竺要望至‖＿＿＿＿  要介護3  臼 要介護1  ロその他  ロ 要介護2  ロ  
．．＿＿＿＿＿．＿＿．＿．J  

3   
※ 出典：介護サービス施設・事業所調査（平成15年）  



参考4．特別養護老人ホームにおける  

看取り介護加算取得状況の推移  

○特別養護老人ホームにおける看取り介護加算の取得日数は、加算創設以来、概ね増加傾向にある。  

特別養護老人ホームにおける看取り介護加算取得日数の推移  

4．0  

2．0  

0－0   
18年4月 5月  6月  7月  8月   9月 10月 11月 12月19年1月 2月  3月  4月  5月  6月  

※ 出典二介護給付費実態調査（平成18年4月～平成19年6月サービス分）   




